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コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
下
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油
先
物
価
格
（
期
近
限
月
・
終

値
、
以
下
同
様
）
は
二
〇
二
〇
年
四
月
二
〇
日
の
終
値
で
マ
イ
ナ
ス

価
格
を
付
け
る
な
ど
異
常
事
態
も
発
生
し
た
が
、
そ
の
後
は
緩
や
か

な
回
復
過
程
に
入
っ
た
。二
一
年
は
年
初
か
ら
徐
々
に
上
昇
を
続
け
、

一
〇
月
に
は
八
〇
ド
ル
の
大
台
を
超
え
た
。
こ
の
頃
か
ら
原
油
価
格

の
上
昇
に
懸
念
を
抱
く
国
々
を
中
心
に
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
（
石
油

輸
出
国
機
構
と
ロ
シ
ア
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
非
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
産
油
国
で
構

成
）
に
対
す
る
追
加
増
産
へ
の
期
待
が
生
じ
始
め
た
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
プ
ラ
ス
は
追
加
増
産
を
行
わ
ず
、
原
油
価
格
は
さ
ら
に
高
騰
し
、

一
〇
月
末
か
ら
一
一
月
初
め
に
か
け
て
、
八
五
ド
ル
近
辺
の
最
高
値

を
付
け
た
。

　

そ
の
後
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
米
国
主
導
に
よ
る
石
油
の
国

家
備
蓄
分
の
協
調
放
出
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
新
た
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
懸
念
な
ど
で
、原
油
価
格
は
一
時
一
〇
ド
ル
程
度
急
落
し
、

六
〇
ド
ル
台
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
一
二
月
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が

追
加
増
産
決
定
と
同
時
に
市
場
の
状
況
次
第
で
は
即
時
減
産
を
実
施

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

専
務
理
事
・
首
席
研
究
員

小
山 

堅

二
〇
二
〇
年
五
月
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
に
よ
る
協
調
減
産
か
ら
始
ま
っ
た

石
油
の
価
格
上
昇
は
、
世
界
的
な
物
価
高
を
も
た
ら
し
、

世
界
的
に
懸
念
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

生
産
国
と
消
費
国
の
対
立
に
、
世
界
的
な
脱
炭
素
化
潮
流
が
加
わ
り
、

混
沌
と
す
る
石
油
市
場
の
動
向
を
読
み
解
く
。

こ
や
ま　

け
ん　
一
九
八
六
年
早
稲
田
大
学
経
済

学
修
士
取
得
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

入
所
。
二
〇
〇
一
年
英
国
ダ
ン
デ
ィ
大
学
博
士
号

取
得
。
二
〇
年
よ
り
現
職
。
東
京
大
学
公
共
政

策
大
学
院
客
員
教
授
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
政

府
審
議
会
委
員
な
ど
も
務
め
る
。
編
著
に
『
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
と
日
本
』
な
ど
。

政
治
化
す
る
石
油
市
場 

不
安
定
化
の
構
図
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す
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
た
こ
と
で
、
原
油
価
格
は
七
〇
ド
ル
台
を

回
復
し
た
。
二
一
年
末
か
ら
二
二
年
初
め
に
か
け
て
は
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
拡
大
と
米
国
株
価
上
昇
に
よ
る
景
気
回
復
期
待
が
交
錯

す
る
な
か
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
値
を
上
げ
、
年
明
け
以
降
七
〇
ド
ル
台
後
半

～
八
〇
ド
ル
近
辺
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
石
油
需
給
を
タ
イ
ト
化
さ
せ
た
協
調
減
産

　

原
油
相
場
を
左
右
す
る
要
因
の
中
で
最
も
基
本
と
な
る
の
は
石
油

需
給
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
世
界
の
石
油
需
要
は
、
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
前
年
比
で
日
量
八
七
二
万
バ
ー

レ
ル
（
Ｂ
／
Ｄ
）、
割
合
に
し
て
九
％
の
大
幅
減
少
と
な
っ
た
。
こ

の
減
少
は
過
去
最
大
の
規
模
で
あ
り
、
ま
さ
に
未
曽
有
の
「
需
要
蒸

発
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
世
界
の
石
油
需
要
は
二
〇
年
第
２
四
半

期
を
底
に
、
そ
の
後
は
経
済
回
復
や
都
市
封
鎖
解
除
・
緩
和
も
あ
っ

て
回
復
基
調
を
た
ど
っ
た
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
は
、
二
一
年
の
世
界
の
石
油
需

要
は
前
年
比
五
三
六
万
Ｂ
／
Ｄ
（
六
％
）
増
と
予
測
し
て
い
る
。
こ

の
需
要
回
復
・
拡
大
の
継
続
が
原
油
相
場
の
下
支
え
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

世
界
の
石
油
供
給
の
六
割
強
を
占
め
る
非
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
石
油
生
産

は
、
二
〇
年
は
前
年
比
で
二
五
九
万
Ｂ
／
Ｄ
の
減
少
と
な
っ
た
。
し

か
し
二
一
年
に
は
前
年
比
七
二
万
Ｂ
／
Ｄ
増
と
微
増
に
転
じ
、
二
二

年
は
同
三
六
五
万
Ｂ
／
Ｄ
増
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

非
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
生
産
を
見
る
上
で
注
意
す
べ
き
は
、
ロ
シ
ア
な
ど

の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
に
参
加
す
る
産
油
国
が
、
合
意
に
基
づ
い
て
増

産
を
実
施
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、

世
界
最
大
の
産
油
国
で
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
と
一
線
を
画
し
、
原
油

価
格
に
応
じ
た
経
済
性
・
採
算
性
の
み
に
基
づ
い
て
生
産
が
変
化
す

る
米
国
の
動
向
で
あ
る
。

　

米
国
の
石
油
生
産
は
、
油
価
が
低
下
し
た
二
〇
年
に
は
前
年
比

六
五
万
Ｂ
／
Ｄ
減
少
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
相
対
的
に
コ
ス
ト
高
の

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
、
二
一
年
に
原
油
価
格
が
上
昇
す
る
と
、
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
生

産
は
下
げ
止
ま
り
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
き
た
。
し
か
し
年
間
ベ
ー

ス
で
は
、
九
月
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
で
生
産
が
大
き
く
低
下
し
た
こ

と
が
影
響
し
、
二
一
年
の
米
国
石
油
生
産
は
前
年
比
一
〇
万
Ｂ
／
Ｄ

減
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
か
つ
て
は
「
量
」（
増
産
）
の
み

を
重
視
し
て
い
た
シ
ェ
ー
ル
生
産
業
者
た
ち
が
、近
年
は
「
利
益
率
」

重
視
に
行
動
様
式
を
変
え
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
油
価
上
昇
で
再
び

増
産
に
向
か
い
つ
つ
、
そ
の
投
資
行
動
は
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組

み
強
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、
非
常
に
慎
重
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
二
一
年
の
世
界
の
石
油
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
し
た

最
大
の
要
因
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
協
調
減
産
で
あ
る
。
コ
ロ
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ナ
禍
に
よ
る
油
価
暴
落
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
は

二
〇
二
〇
年
五
月
か
ら
協
調
減
産
を
開
始
し
た
。
当
初
の
減
産
は
、

基
準
に
対
し
て
九
七
〇
万
Ｂ
／
Ｄ
減
と
、
世
界
の
供
給
全
体
の
約
一

割
に
相
当
す
る
、
史
上
最
大
の
規
模
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス

全
体
と
し
て
は
、
減
産
計
画
と
実
際
の
減
産
と
を
比
較
す
る
と
、
ほ

ぼ
完
璧
に
順
守
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
本
気
で
対
応
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
は
、
国
際
石
油
市
場
の

需
給
状
況
を
継
続
的
に
監
視
し
な
が
ら
、
閣
僚
会
合
で
減
産
幅
の
調

整
を
図
っ
て
お
り
、
徐
々
に
減
産
幅
を
縮
小
し
つ
つ
、
現
在
に
至
る

ま
で
協
調
減
産
を
維
持
し
て
い
る
。

　

そ
の
効
果
は
極
め
て
大
き
く
、
世
界
の
石
油
在
庫
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
大
幅
に
積
み
上
が
っ
た
二
〇
年
中
頃
か
ら
急
激
に
低
下
し

た
。
世
界
の
在
庫
水
準
の
「
近
似
デ
ー
タ
」
と
し
て
最
も
重
視
さ
れ

る
の
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
石
油
在
庫
だ
が
、
現
在
は
過
去
五
年
平
均
の
水
準

を
大
き
く
下
回
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
過
剰
な
石
油
在
庫
を
減
少

さ
せ
、国
際
石
油
市
場
に
お
け
る
供
給
過
剰
を
リ
バ
ラ
ン
ス
し
、徐
々

に
需
給
を
タ
イ
ト
化
に
転
じ
さ
せ
た
一
連
の
流
れ
は
、
ま
さ
に
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
狙
い
ど
お
り
で
あ
っ
た
。

産
油
国
と
消
費
国
の
せ
め
ぎ
合
い

　

一
方
で
油
価
高
騰
は
、
石
油
消
費
国
に
と
っ
て
は
経
済
へ
の
悪
影

響
を
も
た
ら
す
懸
念
材
料
と
な
る
。
特
に
米
国
で
は
、
原
油
高
に
よ

る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
高
騰
が
、
今
秋
に
中
間
選
挙
を
控
え
支
持
率
低
下

に
悩
む
バ
イ
デ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
看
過
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
二
一
年
一
〇
月
頃
か
ら
、
米
国
を
は
じ
め
主
要
消
費

国
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
に
対
し
て
、
原
油
価
格
高
騰
を
抑
制
す
る

た
め
「
追
加
増
産
」
を
求
め
る
声
を
上
げ
始
め
た
。
し
か
し
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
プ
ラ
ス
は
、
一
〇
月
お
よ
び
一
一
月
の
閣
僚
会
合
で
は
追
加
増
産

を
見
送
っ
た
。

　

産
油
国
側
の
動
き
の
鈍
さ
に
し
び
れ
を
切
ら
し
た
米
国
は
、
自
ら

石
油
の
国
家
備
蓄
（
Ｓ
Ｐ
Ｒ
：Strategic Petroleum

 Reserve

）

を
放
出
す
る
戦
略
に
打
っ
て
出
た
。
そ
れ
だ
け
原
油
価
格
高
騰
問
題

へ
の
対
処
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
が
Ｓ
Ｐ

Ｒ
を
放
出
し
て
油
価
引
き
下
げ
を
図
る
と
の
観
測
は
、
二
一
年
一
一

月
中
旬
頃
か
ら
市
場
に
流
れ
始
め
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
一
一
月

二
三
日
、
実
際
に
Ｓ
Ｐ
Ｒ
放
出
を
発
表
し
、
日
本
・
韓
国
・
中
国
・

イ
ン
ド
・
英
国
な
ど
と
の
協
調
放
出
に
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

今
回
の
米
国
主
導
の
備
蓄
放
出
は
、
以
下
の
三
点
に
お
い
て
「
異

例
」
の
備
蓄
放
出
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
備
蓄
放
出
の
目
的
を
原
油

価
格
引
き
下
げ
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
通
例
は
石
油
供
給
の
途
絶
や

緊
急
事
態
に
対
応
し
て
放
出
さ
れ
る
が
、
今
回
は
特
段
そ
の
よ
う
な

事
情
は
な
く
、
八
〇
ド
ル
を
超
え
た
油
価
を
引
き
下
げ
る
た
め
の
放
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出
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
協
調
備
蓄
放
出
で

は
、
世
界
の
石
油
供
給
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
「
番
人
」
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ａ

が
中
心
的
・
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
一
一
年
の
リ
ビ
ア

危
機
の
際
の
備
蓄
放
出
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｅ
Ａ

は
今
回
の
放
出
に
不
参
加
な
上
、
非
Ｉ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
の
中
国
や
イ
ン

ド
が
参
加
す
る
形
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
日
本
で
は
、
従
来
の
備
蓄

放
出
で
は
民
間
企
業
の
備
蓄
義
務
日
数
引
き
下
げ
と
い
う
形
を
取
っ

た
が
、
今
回
初
め
て
国
家
石
油
備
蓄
放
出
（
油
種
入
れ
替
え
の
前
倒

し
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
米
国
主
導
の
協
調
備
蓄
放
出
に
は
、
放
出
数
量
が
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
く
想
定
内
で
あ
っ
た
こ
と
、
発
表
時
に
は
む
し
ろ
原
油
価

格
が
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
油
価
抑
制
の
効
果
は
限
定
的
と
の

見
解
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
備
蓄
放
出
決
定
に
先
立
つ
一
週
間
あ

ま
り
で
原
油
価
格
が
約
八
ド
ル
下
落
し
て
お
り
、
先
物
市
場
は
備
蓄

放
出
を
先
取
り
し
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
筆
者
は
先
取
り
の

「
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
」
は
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
一
一

月
ま
で
続
い
た
原
油
相
場
上
昇
局
面
を
転
換
す
る
「
材
料
」
を
探
し

て
い
た
先
物
市
場
に
と
っ
て
、
備
蓄
放
出
が
ま
さ
に
そ
れ
に
該
当
し

た
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
回
の
協
調
放
出
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
米
国
な
ど
の

主
要
消
費
国
が
、
油
価
引
き
下
げ
の
た
め
に
実
際
に
石
油
市
場
に
介

入
し
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
な
ど

産
油
国
か
ら
見
れ
ば
、
当
然
に
不
満
や
反
発
が
高
ま
る
こ
と
に
な

り
、
原
油
価
格
を
め
ぐ
る
消
費
国
と
産
油
国
の
利
害
対
立
や
摩
擦
が

表
面
化
し
、
そ
し
て
高
ま
っ
た
。
今
後
は
産
油
国
・
消
費
国
双
方

が
、
自
ら
の
思
惑
で
、
片
や
原
油
価
格
引
き
下
げ
、
片
や
引
き
上
げ

の
た
め
に
、
対
抗
的
に
介
入
を
繰
り
返
す
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
結

果
と
し
て
原
油
相
場
が
不
安
定
化
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
産
油

国
と
消
費
国
の
対
立
関
係
が
深
ま
り
、
市
場
が
さ
ら
に
「
政
治
化

（Politicization

）」
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
た
。

　

消
費
国
が
協
調
放
出
を
決
定
し
た
一
一
月
二
三
日
の
市
場
は
、
原

油
価
格
は
前
日
比
で
上
昇
し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
備
蓄
放
出

が
織
り
込
み
済
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
先
物
市
場
が
次
の
展
開

の
「
先
読
み
」
と
し
て
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が
備
蓄
放
出
へ
の
対
抗

措
置
と
し
て
、
次
回
閣
僚
会
合
で
当
初
予
定
の
増
産
計
画
を
見
直
す

か
も
し
れ
な
い
と
の
観
測
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
直
後
に
、
世
界
は
全
く
予
想
し
な
か
っ
た
新
た
な
展
開
に
揺
さ

ぶ
ら
れ
た
。
一
一
月
二
六
日
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
出
現
と
、そ
の
脅
威
に
関
す
る
警
告
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
た
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
懸
念
で
石
油
市
場
は

激
震
し
、
同
日
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
一
〇
ド
ル
以
上
の
急
落
と
な
り
、
一
気

に
六
〇
ド
ル
台
ま
で
急
降
下
し
た
。
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こ
の
状
況
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
改
め
て

世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。
市
場
で
は
、
先
行
き
の
不
透
明
性
、
足

下
で
の
油
価
急
落
、
消
費
国
に
よ
る
石
油
備
蓄
協
調
放
出
の
効
果
な

ど
を
受
け
て
、
次
回
閣
僚
会
合
で
は
、
当
初
計
画
の
増
産
（
一
月
か

ら
四
〇
万
Ｂ
／
Ｄ
増
産
）
を
見
直
し
、
増
産
停
止
、
さ
ら
に
は
減
産

の
可
能
性
も
あ
る
と
の
見
方
が
広
が
っ
た
。

　

し
か
し
一
二
月
二
日
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
は
、
市
場
の
見
方
を
裏

切
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
決
定
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
初
の
予
定
通

り
二
〇
二
二
年
一
月
か
ら
四
〇
万
Ｂ
／
Ｄ
増
産
を
実
施
す
る
と
発
表

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
で
一
時
、
原
油
価
格
は
大
き
く
下
落
し

た
が
、
す
ぐ
に
持
ち
直
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
増
産
は
継
続
す
る
も

の
の
、
市
場
の
状
況
次
第
で
は
、
即
時
減
産
も
実
施
す
る
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が
発
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
の
決
定
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
盟

主
で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
戦
略
的
な
判
断
が
大
き
く
影
響
し
た

可
能
性
が
あ
る
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
決
定
に
当
た
っ
て
、
こ
こ
で

増
産
停
止
あ
る
い
は
減
産
す
る
こ
と
は
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
消

費
国
の
意
向
に
真
っ
向
か
ら
対
抗
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
で
、
備
蓄

放
出
問
題
で
高
ま
っ
た
対
立
的
な
関
係
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
可
能
性

が
高
い
。
そ
れ
は
産
油
国
に
と
っ
て
得
策
で
は
な
い
と
の
判
断
が
働

い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
自
身
に
し
て
み
れ
ば
、
米
国
と
の
特
殊

な
関
係
、
特
に
自
国
の
安
全
保
障
を
依
存
す
る
関
係
を
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
と
っ
て
、人
権
・
民
主
主
義
重
視
な
ど
、

価
値
観
外
交
を
重
視
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に

強
化
す
る
か
は
、
決
し
て
容
易
な
課
題
で
は
な
く
、
高
度
に
政
治
的

な
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
以
上
の
石
油
市
場
の

「
政
治
化
」
は
、
自
国
の
安
全
保
障
と
中
東
情
勢
安
定
と
い
う
地
政

学
的
な
観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
、
と
い
う
戦
略
的
判
断
が
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
決
定
と
そ
の
背
後

に
あ
る
「
戦
略
判
断
」
で
、
産
油
国
・
消
費
国
関
係
、
あ
る
い
は
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
米
国
関
係
は
、
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
原
油
価
格
高
騰
を
め
ぐ
っ
て
双
方

の
利
害
が
衝
突
す
る
、
そ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
潜
在
的
に
は
摩
擦
が

生
じ
得
る
と
い
う
事
実
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
原
油
価
格
の

動
向
次
第
で
、
再
び
産
油
国
・
消
費
国
関
係
が
難
し
い
局
面
を
迎
え

る
可
能
性
も
あ
り
得
る
。
米
国
や
欧
州
が
脱
炭
素
化
を
強
力
に
推
し

進
め
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
も
、
産
油
国
に
と
っ
て
は
利
害
が

ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
産
油
国
・
消
費
国
関
係
の
今
後
の
展
開

に
は
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
国
際
政
治
や
地
政
学

的
な
観
点
か
ら
も
引
き
続
き
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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脱
炭
素
へ
の
移
行
期
間
も
石
油
の
安
定
供
給
は
不
可
欠

　

年
初
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
徐
々
に
上
昇
し
、
七
〇
ド
ル
台
後
半
～
八
〇

ド
ル
前
後
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
際
石
油
市
場
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
不
透
明
要
因
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
次
第
で
、

二
〇
二
二
年
の
国
際
石
油
情
勢
と
原
油
価
格
は
大
き
く
変
わ
り
得

る
。
中
で
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
影
響
、
世
界
経
済
の
先
行
き
、
そ

し
て
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
に
よ
る
生
産
調
整
が
、
今
後
の
原
油
価
格
の

動
き
を
左
右
し
て
い
く
展
開
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
日
本
エ
ネ
ル

ギ
ー
経
済
研
究
所
が
二
一
年
一
二
月
に
発
表
し
た
基
準
ケ
ー
ス
の
見

通
し
と
し
て
は
、
世
界
の
石
油
需
要
が
緩
や
か
な
増
加
を
続
け
る

中
、Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
生
産
調
整
が
機
能
し
続
け
、原
油
価
格
（
ブ

レ
ン
ト
）
の
平
均
値
は
七
〇
ド
ル
前
後
、
Ｗ
Ｔ
Ｉ
は
そ
こ
か
ら
三
ド

ル
前
後
低
く
な
る
と
見
る
。
現
実
の
市
場
で
は
、
こ
の
平
均
値
か
ら

上
下
一
〇
ド
ル
前
後
の
レ
ン
ジ
で
の
推
移
と
な
ろ
う
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ

ラ
ス
が
高
価
格
志
向
を
強
め
て
生
産
調
整
を
行
う
場
合
は
、
原
油
価

格
の
平
均
値
は
基
準
よ
り
一
〇
ド
ル
高
く
、
逆
に
世
界
経
済
の
低
迷

や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
需
要
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
場
合
は
基
準
よ
り

一
〇
ド
ル
低
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
見
る
。

　

ま
た
脱
炭
素
化
の
取
り
組
み
が
進
む
な
か
、
国
際
石
油
市
場
に
は

中
長
期
的
に
も
大
き
な
不
確
実
性
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
石
油
需
要

の
長
期
的
な
将
来
像
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
。
脱
炭
素
化
の
進
展

は
石
油
需
要
を
抑
制
・
減
少
に
向
か
わ
せ
る
が
、
世
界
の
「
石
油
需

要
ピ
ー
ク
」
が
い
つ
訪
れ
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
速
度
・
規
模
感
で

ピ
ー
ク
後
に
減
少
に
向
か
う
の
か
、
現
時
点
で
は
予
測
は
難
し
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
年
以
降
、
主
要
国
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目

標
を
相
次
い
で
発
表
す
る
中
で
、
化
石
燃
料
投
資
に
対
す
る
厳
し
い

見
方
が
一
層
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
の
石
油
需

要
を
満
た
し
、
市
場
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
今
後
も
供
給
を

支
え
る
適
切
な
投
資
が
不
可
欠
で
あ
る
。
同
じ
く
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
の
分
析
で
は
、
仮
に
新
規
上
流
投
資
が
止
ま
れ
ば
、
現

時
点
で
存
在
す
る
国
際
石
油
市
場
で
の
余
剰
生
産
能
力
も
全
て
失
わ

れ
、
二
四
年
に
は
供
給
不
足
が
発
生
す
る
。
世
界
が
脱
炭
素
化
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
に
せ
よ
、
排
出
ゼ
ロ
へ
の
移
行
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
二
一
世
紀
の
後
半
に
差
し
掛
か
る
ま
で
相
当
な
期
間
に
わ

た
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
長
き
に
わ
た
る
移
行
期
間
に
お
い
て
、

化
石
燃
料
そ
し
て
石
油
の
安
定
供
給
の
確
保
と
価
格
の
安
定
は
、
世

界
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
続
け
る
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
さ
に
必
要
な
投
資
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
全
体
の
安
定
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
な
る
。
●




